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２０００万署名は大阪 1５0 万

５
・３
大
阪
集
会
二
万
人
に

 

晴
れ
わ
た
っ
た
五
月
三
日
憲
法
記
念
、
扇
町
公
園
に
、
二
万
人
が
結
集
。
安
倍
暴
走
が

す
す
め
る
戦
争
法
と
憲
法
改
悪
へ
の
怒
り
が
集
ま
っ
た
集
会
と
な
り
ま
し
た
。
大
阪
原

水
協
は
、
今
ま
で
一
緒
に
活
動
し
て
き
た
大
阪
平
和
委
員
会
や
大
阪
安
保
実
行
委
員
会

な
ど
の
平
和
友
好
団
体
と
と
も
に
参
加
し
、
連
帯
し
ま
し
た
。 

 

大
阪
で
の
署
名
は 

 
 
 

百
五
十
万
筆
超
え
る 

  

総
が
か
り
実
行
委
員
会
を

代
表
し
て
憲
法
会
議
か
ら
「
大

阪
で
の
二
千
万
署
名
は
今
、
百 

五
十
万
を
超
え
、
全
国
で
は
千

五
百
万
に
。
次
の
集
約
日
は
五

月
十
九
日
で
す
。
全
力
あ
げ
ま

し
ょ
う
」
の
呼
び
か
け
に
、
会

場
か
ら
大
き
な
決
意
の
声
が
発

せ
ら
れ
、
二
千
万
へ
の
奮
闘
が

確
認
さ
れ

ま
し
た
。
今

大
き
な
力

と
な
っ
て

い
る
「
野
党

共
闘
」
の
各

政
党
か
ら

の
連
帯
の

あ
い
さ
つ

が
あ
り
ま

し
た
。
民
進

党
、
共
産

党
、
社
民

党
、
生
活
の

党
の
揃
っ

て
の
姿
に
、

会
場
か
ら

大
き
な
拍

手
と
声
援 

が
送
ら
れ
ま
し
た
。 

 
 
 

 

  

共
同
の
力
で 

 
 

安
倍
暴
走
政
権
を
退
陣
に 

  

こ
の
二
千
万
署
名
を
取
り
組

む
「
広
範
な
共
同
の
力
」
が
改

め
て
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。 

 

ト
ー
ク
リ
レ
ー
で
訴
え
た
の

は
、
マ
マ
の
会
の
安
井
洋
子
さ

ん
、
シ
ー
ル
ズ
関
西
の
服
部
良

平
さ
ん
（
大
学
生
）、
テ
イ
ー
ン

ズ
・
ソ
ウ
ル
の
ハ
ル
さ
ん
（
高

校
一
年
生
）
、
ト
モ
ヒ
ロ
さ
ん

（
高
校
三
年
生
）
が
決
意
を
表

明
し
ま
し
た
。
高
校
生
の
二
人

は
、
と
も
に
「
私
た
ち
の
未
来

に
、
戦
争
の
あ
る
日
本
は
決
し

て
許
せ
ま
せ
ん
。
私
た
ち
の
世

代
は
、
話
し
合
い
を
大
切
に
す

る
平
和
の
世
界
を
作
っ
て
い
き

ま
す
」
の
決
意
に
、
会
場
か
ら 

大
き
な
歓
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
集
会
参
加
者
は
、

パ
レ
ー
ド
で
、
戦
争
法
廃
止
を

市
民
に
訴
え
ま
し
た
。 

大阪原水協 

定期総会 
☆５月２１日（土）

 午後２時～ 

☆府社会福祉 

  指導センター 

（地下鉄・谷町六丁目下車） 

大阪でも「被爆者の新署名」スタート！ 

 

五
月
六
日
、
上
六
・
近
鉄
百
貨
店
前
で

初
め
て
の
新
署
名
「
被
爆
者
が
訴
え
る
核

兵
器
禁
止
・
廃
絶
を
求
め
る
国
際
署
名
」

の
署
名
宣
伝
行
動
が
雨
の
中
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
の
署
名
宣
伝
行
動
に
は
、
大
阪

民
医
連
な
五
団
体
十
一
名
が
参
加
し
、
新

署
名
と
戦
争
法
反
対
署
名
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。
署
名
を
し
て
く
れ
た
方
か
ら

は
、
「
世
界
で
と
り
く
ま
れ
る
な
ん
て
す

ご
い
で
す
」
の
感
想
が
、
雨
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 
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新たな「被爆者署名」のスタートを！ 

第
五
十
四
回
大
阪
原
水
協
定
期
総
会
を
成
功
さ
せ
よ
う 

「
被
爆
者
国
際
署
名
」 

 
 
 

熱
烈
に
訴
え
ら
れ
る 

  
四
月
二
十
一
・
二
十
二
日
の

両
日
、
日
本
原
水
協
・
第
３
１

５
回
常
任
理
事
会
が
開
か
れ
、

四
十
三
団
体
、
十
七
中
央
団
体

八
十
二
人
が
参
加
し
、
大
阪
原

水
協
か
ら
小
松
事
務
局
長
が

出
席
し
ま
し
た
。 

 

安
井
事
務
局
長
か
ら
二
○

一
六
年
度
の
方
針
が
提
起
さ

れ
ま
し
た
。
『
今
ま
で
み
な
さ

ん
が
期
待
を
寄
せ
、
待
っ
て
い

た
だ
い
た
新
た
な
署
名
を
提

起
し
ま
す
。
「
被
爆
者
が
訴
え

る
核
兵
器
全
面
禁
止
・
廃
絶
を

求
め
る
国
際
署
名
」
で
す
。
こ

の
署
名
は
、
今
国
際
社
会
に
お

い
て
、
核
兵
器
の
非
人
道
性
の

声
は
、
非
同
盟
諸
国
を
中
心
に

声
明
支
持
は
圧
倒
的
多
数
に

な
っ
て
お
り
、
核
兵
器
に
固
執

す
る
核
兵
器
保
有
国
を
包
囲

し
て
い
ま
す
。
被
爆
者
の
声
は

思
想
・
信
条
や
国
家
・
人
種
を

超
え
て
賛
同
で
き
る
、
い
わ
ゆ

る
歴
史
的
最
後
と
も
な
る
署

名
で
す
。
被
爆
者
を
先
頭
に
し 

て
、
今
ま
で
共
同
で
き
な
か
っ

た
自
治
体
や
諸
団
体
と
と
り
く

ん
で
い
く
も
の
で
す
。
日
本
被

団
協
主
催
の
こ
の
署
名
の
懇
談

会
に
は
、
原
水
禁
や
連
合
、
創

価
学
会
な
ど
、
ま
さ
に
広
範
囲

な
団
体
が
参
加
し
、
ど
う
す
す

め
る
の
か
、
意
見
を
交
換
し
て

い
ま
す
。
今
、
私
た
ち
の
ま
さ

に
創
意
工
夫
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
」
と
、
今
度
の
「
新
署
名
」

に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た
。 

 

来
賓
に
立
た
れ
た
日
本
被
団

協
・
田
中
事
務
局
長
は
、「
時
間

を
か
け
て
論
議
し
尽
く
し
ま
し

た
。
今
ま
で
の
被
爆
者
運
動
の

総
決
算
と
も
い
え
る
こ
の
署
名

は
、
被
爆
者
に
は
も
う
時
間
が

限
ら
れ
て
い
る
、
世
界
の
人
々

に
訴
え
る
最
後
の
署
名
か
も
し

れ
な
い
、
と
い
う
人
類
全
体
に

呼
び
か
け
た
署
名
で
す
。
世
界

数
億
を
集
め
る
国
際
署
名
で
あ

り
、
国
連
に
提
出
し
、
ま
さ
に

歴
史
を
動
か
す
署
名
で
す
」
と 

こ
の
署
名
の
意
義
を
、
熱
烈
に

訴
え
ら
れ
ま
し
た
。 

 

み
な
さ
ん
、
多
く
の
ご
支
援 

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た 

 

大
東
市
長
候
補 

小
松 

正
明 

 

四
月
十
七
日
投
票
の
大
東
市
長
選

挙
に
革
新
無
所
属
か
ら
立
候
補
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
１
万
３
２
２
８
票
を 

い

た

だ

く

こ
と 

が
で
き
ま

し
た
。
当
選

は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
前
回 

よ
り
２
６
１
２
票
多
く
支
持
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
阪
原
水 

協
か
ら

も
有
志

の
方
か

ら
支
援

を
頂
き

心
よ
り 

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

討
論
に
入
り
、
各
県

組
織
や
中
央
団
体
か

ら
取
り
組
み
が
発
表

さ
れ
ま
し
た
。
岡
山
原

水
協
か
ら
は
、
「
こ
の

新
署
名
で
の
ポ
ス
タ

ー
を
つ
く
っ
て
い
く
。

原
水
禁
や
連
合
な
ど

に
も
は
た
ら
き
か
け

た
い
」
。
広
島
原
水
協

か
ら
は
、
「
Ｇ
７
外
相

会
議
が
開
か
れ
、
広
島

宣
言
が
発
表
さ
れ
た

が
、
マ
ス
コ
ミ
は
持
ち

上
げ
た
も
の
の
、
今
肝

心
の
核
兵
器
の
非
人

道
性
や
核
兵
器
禁
止

条
約
の
作
業
部
会
な

ど
の
文
言
は
一
言
も

な
く
、
核
兵
器
保
有
国

の
範
囲
で
の
会
議
だ

っ
た
」
。
沖
縄
原
水
協

か
ら
は
、
「
六
月
の
県

議
選
が
勝
負
、
全
国
か

ら
の
支
援
を
訴
え
、
辺

野
古
新
基
地
を
断
念

さ
せ
た
い
」
の
訴
え
が

あ
り
ま
し
た
。

第８７回メーデー、高らかに 

 

五
月
一
日
、
扇
町
公
園

で
第
８
７
回
大
阪
メ
ー

デ
ー
が
開
催
さ
れ
、
晴
天

の
も
と
八
千
人
が
参
加

し
ま
し
た
。
挨
拶
に
立
っ

た
川
辺
・
大
阪
労
連
議
長

は
、
「
野
党
共
同
が
す
す

み
、
今
政
治
を
変
え
る
歴

史
的
転
換
点
に
立
っ
て

い
ま
す
。
戦
争
法
を
廃
止

す
る
大
き
な
う
ね
り
で

安
倍
暴
走
政
権
を
倒
そ

う
」
に
大
歓
声
。
大
阪
原

水
協
も
天
満
橋
ま
で
パ

レ
ー
ド
を
し
ま
し
た 


